
 

 

 

 

11 月から新しい幼稚園舎

として実働していた別館にて

18日に「学習発表会」を開催しました。その目的は３つです。 

①学習成果の発表 → 表現する楽しさ、互いを認め合う 

②協力して共通の目的をめざす → 達成感を味わう 

③表現を創り上げる過程 → 最後までやり通す力 

前半は、幼稚園部、小学部各学年、中学部の発表でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後半は、「日尼融合」をテーマとした音楽発表です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 幼稚園児から中学生徒 

まで幅広い年齢の子ども 

たちが同じ舞台に立つの 

は、小規模校BJSの特性 

（強み）の一つです。３つ 

の目的を十分に果たした 

子どもたちは、とても輝か 

しい表情と笑顔が溢れた 

一日でした。 

学習発表会開催にあたり 

多くの関係者の皆様のご支援とご協力をいただいたことに、

この場を借りて、感謝申し上げます。 

護者･職員に加え、体験希望の子どもたちとご家族、総勢100

名を超える賑やかで意義深い一日となりました。すべての関

係者の皆様に感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

っカーに飾ってくださった

そうです。 

 

 

 

 太陽の子 11月号 
学校だより 令和５年11月22日 

バンドン日本人学校 

U-17日本代表と「交流会」 ｢学習発表会｣ 

幼稚園部 
小学部１･2 年 

小学部 3 年 小学部 5 年 

小・中学部「アンクロン」合奏

くろん 

中学部女子「和楽器」演奏 

幼小中・「インドネシア国歌」 

幼小中・「ドラえもん」（３カ国語） 

４年ぶりの開催となる「U-17

ワールドカップ」がインドネシア

で開催されています。しかも日本

代表チームのグループ D の３試

合がすべてバンドンで行われる

という奇跡のような偶然。数週間

前に日本大使館を通じて日本サ

ッカー協会から、BJSに連絡があ

り、日本代表チームとBJS の子

どもたちの「交流会」が11月12

日に開催されました。前半は代表

チームの練習を見学させていた

だき、代表レベルの選手の蹴るボ

ールの速さや重さに驚かされま

した。後半、いよいよ代表チーム

との交流です。用意していた「日

の丸への寄せ書き」贈呈ととも

に、「BJS校歌」の元気な歌声を

届けました。続いて、選手たちと

の触れ合いタイム。代表選手は笑

顔で子どもたちと接して下さり、

サインをもらう姿、一緒にボール

を追う姿、中には選手と相撲をと

る姿も…。終始和やかな雰囲気の

中で会は進み、最後にチームを代

表し小杉啓太主将からサイン入

りユニフォームをいただき、全員

で記念撮影をしました。 

代表レベルの選手との交流を

通して、選手の顔を覚え、互いに

名前で呼び合う関係…とても素

敵な光景でした。その後の試合の

応援に熱が入ったことは言うま

でもありません。また、「国を代

表して戦う覚悟」「夢や志をもっ

て努力を積み重ねる姿」「先発選 

 手だけでなく控え選手や多くのスタッフというチームで戦っている

姿」など、子どもたちは多くのことを肌で感じたように思います。 

 残念ながら、11/20スペイン戦で

敗れた日本代表ですが、必死に戦う

姿は、子どもにも大人にも大きな感

動をくれました。ありがとう！！ 
  

贈呈した応援メッセージ入りの 

「日の丸」は選手ロッカールーム 

に飾って下さったそうです。 

中学部 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11/18  

U-17 日本代表への 

ビデオメッセージ 

11/12  

U-17 日本代表との交流会 

11/18 

「学習発表会」 

プログラム  


